
（別紙様式４）

〒
（住所）
（電話）

〒
（住所）
（電話）

昼夜

単位時間 単位時間 単位時間 単位時間 単位時間 単位時間

年 114 単位 0 単位 148 単位 0 単位 0 単位 0 単位

80 人 107 人 人 0 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 5

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

（Ｂ：単位数による算定）

単位

単位

単位

単位

単位

単位

単位

人

人

人

人

人

人

人

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数） 0

教員の属性（専任
教員について記

入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等にお
いてその担当する教育等に従事した者であって、当
該専門課程の修業年限と当該業務に従事した期間と
を通算して六年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 0

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 15

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 2

 計 23

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高
度の実務の能力を有する者を想定）の数

2

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 0

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 6

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数

総授業時数 32

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 0

うち必修授業時数

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数

化粧品企業（美容部員）、ネイルサロン、エステティックサロン、アパレル

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数）

0

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数

当該学科の
ホームページ

URL
https://www.fbe.ac.jp/gakka/biyo

89
■進学者数 0
■その他

卒業のみを希望した学生4人

12

うち企業等と連携した演習の授業時数 20

うち必修授業時数 12

企業等と連携した
実習等の実施状況
（Ａ、Ｂいずれか

に記入）

総授業時数

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数

2 昼間
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

0

（令和5年度卒業生）

31
■地元就職者数 (F) 14
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 100

45

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 35
■就職希望者数 (D)　　　　　： 31
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和４年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

学科の目的 お客様に信頼・信用され、勤務先においてリピーター率 NO1 の美容・ファッションのスタッフになる。

学科の特徴（取得
可能な資格、中退

率　等）

取得可能資格：JENCネイリスト技能検定試験2級、JESC認定メイクアップアーティスト検定、おもてなしマスター検定
中途退学者数　8名　中退率　9.2%
中退状況：平成5年4月1日時点において、在学者87名（令和4年4月1日入学者を含む）
令和6年3月31日時点において、在学者79名（令和6年3月31日卒業者を含む）

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数 講義 演習 実習 実験 実技

衛生 衛生専門課程 トータルビューティ科 平成17(2005)年度 - 平成26(2014)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

令和6年7月30日

812-0033

092-282-9100
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人滋慶学園 昭和58年12月23日 浮舟　邦彦 東京都江戸川区東葛西6丁目16番2号
〒134-0084

03-5878-3311

福岡ベルエポック美容専門学
校

平成16年3月25日 田中　浩一 福岡市博多区大博町4-17

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地



種別

①

③

－

－

－

－

－

－

（年間の開催数及び開催時期）

望月　健司 福岡ベルエポック美容専門学校  教務部長
令和6年4月1日～令和7年3月
31日（1年）

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

■年間開催数：2回　　■開催時期：5月、10月

（開催日時（実績））
第１回　令和6年5月27日　13:00～15:00
第２回　令和6年10月21日　10:00～12:00
0

古閑　亮一
福岡ベルエポック美容専門学校  トータル
ビューティ科学科長

令和6年4月1日～令和7年3月
31日（1年）

豊丸　莉弥奈
福岡ベルエポック美容専門学校  トータル
ビューティ科

令和6年4月1日～令和7年3月
31日（1年）

藤田　真理
福岡ベルエポック美容専門学校  トータル
ビューティ科

令和6年4月1日～令和7年3月
31日（1年）

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程
の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針
教育課程編成委員会において業界ニーズを把握した上で、卒業後3年後の到達目標（養成目的）と卒業時における到達目
標（教育目標）を設定し、カリキュラム編成を行っている。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

本校の教育課程編成委員会は、学校関係者評価委員会による評価内容を基に教育内容、教育方法の客観的評価と改善
提案を行う。この改善提案は企業連携のもと、実践的かつ専門的な観点から業界から求められる教育について検討する。
本委員会にて提案・助言があった事項については、教務部長が中心となり、本校FDC、当該学科職員と共にカリキュラムの
構築や教育内容の改善・工夫を行う。
（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

山田　陵子
TBCグループ株式会社　西日本教育センター
センター長

令和6年4月1日～令和7年3月
31日（1年）

令和6年5月1日現在

田中　浩一 福岡ベルエポック美容専門学校  学校長
令和6年4月1日～令和7年3月
31日（1年）

名　前 所　　　属 任期

矢田　綾香 日本化粧品検定協会　顧問
令和6年4月1日～令和7年3月
31日（1年）

竹嵜　碧
福岡ベルエポック美容専門学校  トータル
ビューティ科

令和6年4月1日～令和7年3月
31日（1年）

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況
※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

専門教育に関しては美容師養成法に基づいたカリキュラムであることをのご認識を頂いた。その上で、知識教育としてリスク
マネジメントの観点から医療や薬学的知識の強化や実学教育として東京での実務研修など履行方法について助言を頂い
たので取り入れられる部分から教育内容に反映をさせていく。



科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

美容業界の実務者と実習ならびに演習授業における教育目標、授業実施方針、評価の基準点などを事前に打合せを実施
し授業の質の均一化を図る。また美容関係業界の実務者による実習指導の実施を通じて卒後即戦力となる技術の享受を
行う。さらに定期的に科目連絡会を実施することで指導内容を精査し産学協同の質の高い授業を展開する。

ファッションビジネス ファッションビジネスの基礎知識、専門用語を身につける 株式会社セレーノ

着付け（初伝・中伝） 着物文化を理解し、技術を身につけ資格取得する。 有限会社ﾃｨｰ･ﾋﾞｰｴｰ

日本化粧品検定
日本化粧品検定試験受験に向け、スキンケアや成分につ
いての知識を習得する

日本化粧品検定協会

サービス接遇検定3級合格のための知識・技術を身につけ
る

株式会社セレーノ

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
見学の理念にも掲げている実学教育の実現のため、即応力を身に付けるために企業と連携をして教育提携を結び、実践的
な技術教授のための授業内容を構築する。また業界外部講師を招聘し、業界ニーズに応えられる実践的な技術・知識を学
生に提供することを基本方針とする。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

JESCメイクアップ検定
メイクアップの基礎を学び、JESCメイクアップアーティスト
検定資格取得を目指す

株式会社くらもと

サービス接遇



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

②指導力の修得・向上のための研修等

教職員のカウンセリングマインドの向上のための研修。
学生や保護者に対応できるようにスキル向上を目指し資格を取得する。

②指導力の修得・向上のための研修等

ＦＤミクロレベル研修の目的およびプログラム内容を理解しスタッフの成長を促すことができる。
②「学修成果」を用いた授業改善のために「評価」について改善ができる。

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

検定の合格を目指す受験生を指導できるスキルを認定する唯一の資格を取得するための研修。取得後は
専門スクールの講師や企業内での研修、教室・セミナーの開講など、さまざまな場所でコスメや美容の教育
に協会認定インストラクターとして携わることがでるようになる。

：ＦＤミクロレベル・クラスマネジメント 連携企業等： 滋慶教育科学研究所

令和5年　年2回 対象： 専任教員

JESC認定メイクアップ検定インストラクター研修 連携企業等： （株）スーパーモード

令和5年　年2回 対象： 検定認定講師

①専攻分野における実務に関する研修等
（３）研修等の計画

検定の合格を目指す受験生を指導できるスキルを認定する唯一の資格を取得するための研修。取得後は
専門スクールの講師や企業内での研修、教室・セミナーの開講など、さまざまな場所でコスメや美容の教育
に協会認定インストラクターとして携わることがでるようになる。

カウンセリング研修 連携企業等： 滋慶教育科学研究所

令和6年9月～10月（オンライン受講） 対象： 教職員（1～3年目）

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

学園の定める教員研修規定において、教員の授業内容・教育技法の改善ならびにクラス運営方法の向上、マネジメント能
力を含む指導力の向上を研修の基本方針とする。

JESC認定メイクアップ検定インストラクター研修 連携企業等： （株）スーパーモード

令和5年　年2回 対象： 検定認定講師



種別
卒業生代
表
保護者代
表
高等学校
関係者
地域関係
者
業界関係
者
業界関係
者

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://www.fbe.ac.jp/concept/jyouhou
公表時期： 令和6年7月15日

九州産業大学付属九州高等学校 校長
令和6年4月1日～令和7年3月
31日（1年）

春山　大輔 大浜自治協議会
令和6年4月1日～令和7年3月
31日（1年）

松田　秀則 Daisy　代表
令和6年4月1日～令和7年3月
31日（1年）

矢田　綾香 日本化粧品検定協会　顧問
令和6年4月1日～令和7年3月
31日（1年）

田中　真太郎

溝上　真 ELIN 代表
令和6年4月1日～令和7年3月
31日（1年）

松田　玲子 美容師科２年生　保護者
令和6年4月1日～令和7年3月
31日（1年）

（６）教育環境 施設・設備等、防災・安全管理
（７）学生の受入れ募集 学生募集活動、入学選考、学納金
（８）財務 財務基盤、予算・収支計画、監査、財務情報の公開

（３）教育活動 目標の設定、教育方法・評価等、成績評価・単位認定等、
（４）学修成果 就職率、資格・免許の取得率、卒業生の社会的評価
（５）学生支援 就職等進路、中途退学への対応、学生相談、学生生活、

※（１０）及び（１１）については任意記載。

（１）教育理念・目標 理念・目的・育成人材像
（２）学校運営 運営方針、事業計画、運営組織、人事・給与制度、意思決定システ

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
自己点検・自己評価に基き、学校関係者評価委員会を実施する。本委員会は学校の理念を踏まえた上で教育機関としての
学校のあり方を客観的に評価し助言を行うことで、適切な教育提供に結びつくようにする。この助言を受け学校はPDCAサイ
クルに基き分析・検証を行い学校運営の改善に取り組むことを基本方針とする。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（３）学校関係者評価結果の活用状況
専門教育に加えて商業知識やコミュニケーション力を高める教育や、職員に対する研修についてもその充実を図るよう要望
があり、早速、カリキュラム変更の検討や職員向け研修について受講内容・対象職員の計画を立てるようにしている。
　また教育内容に関しては一定の評価を頂けたが、就職支援においては離職率に関して在学中からの学生への就労教育
について更なる充実を求められたので、この意見を今後の教育に反映させていく。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守 関係法令、設置基準等の遵守、個人情報保護、学校評価、
（１０）社会貢献・地域貢献 社会貢献・地域貢献、ボランティア活動
（１１）国際交流 海外研修支援



（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： http://www.fbe.ac.jp/concept/jyouhou
公表時期： 令和6年7月15日

（１１）その他 社会との取り組み（産学連携）、災害時非常煮の対応
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

（８）学校の財務 決算書、監査報告書
（９）学校評価 自己点検・自己評価、学校関係者評価
（１０）国際連携の状況 国際交流

（５）様々な教育活動・教育環境 教育活動、企業プロジェクト、校舎･設備紹介
（６）学生の生活支援 学生寮・１人暮らしサポート、就職サポート
（７）学生納付金・修学支援 学生納付金情報、学費サポートシステム

（２）各学科等の教育 各学科の入学定員・養成目的、教育システムとカリキュラム体系
（３）教職員 教職員数
（４）キャリア教育・実践的職業教育 キャリア教育への取り組み、実習・実技、企業との連携紹介、就職支援の取り組み

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
本校の情報提供は基本的にはホームページを通じて行っている。これは企業をはじめとする業界諸氏についても同様であ
る。提供する情報については学校の紹介に始まり平素の学校教育について、その取り組みを配信している。これにより企業
等との連携が生じ、学校教育や就職の支援などの充実につなげていくことを基本方針とする。
（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの項目 学校が設定する項目
（１）学校の概要、目標及び計画 開校の目的、建学の理念

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に
関する情報を提供していること。」関係
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験
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習
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外
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1 ○
業界コラボメ
イク

業界コラボにおいてメイクの施術ができる
ようになる

1
前

60 4 ○ ○ ○ ○ ○

2 ○
業界コラボエ
ステ

業界コラボにおいてエステの施術ができる
ようになる

1
前

60 4 ○ ○ ○ ○ ○

3 ○
ベ ー シ ッ ク
ファッション

ファッションの基礎知識、ファッション色
彩を身につける

1
前

60 4 ○ ○ ○ ○

4 ○
ＪＥＳＣメイ
クアップアー
ティスト検定

メイクアップの基礎を学び、JESCメイク
アップアーティスト検定資格取得を目指す

1
前

60 4 ○ ○ ○ ○

5 ○

トレンドコス
メ ＆ メ イ ク
ア ッ プ テ ク
ニック

相モデルにてブランドコスメを使用し、ス
キンケアやメイクアップを実施する基礎知
識、技術を身につける

1
前

60 4 ○ ○ ○ ○

6 ○ ネイル３級
ネイルの基礎を学び、ネイリスト技能検定
試験3級の合格を目指す

1
前

60 4 ○ ○ ○ ○ ○

7 ○
おもてなし資
格検定

美容のプロとして必要な身構え・気構え・
心構えを身につけ、検定に合格する

1
前

30 2 ○ ○ ○ ○

8 ○ 就職講座Ⅰ

就職に向けて、自己分析、面接など一連の
流れを理解し活動できるようになり、業界
で活躍するために必要なマインドとスキル
を身につける

1
前

30 2 ○ ○ ○

9 ○ 就職講座Ⅱ

就職に向けて、自己分析、面接など一連の
流れを理解し活動できるようになり、業界
で活躍するために必要なマインドとスキル
を身につける

1
後

30 2 ○ ○ ○

10 ○ 就職講座Ⅲ

就職に向けて、自己分析、面接など一連の
流れを理解し活動できるようになり、業界
で活躍するために必要なマインドとスキル
を身につける

２
前

30 2 ○ ○ 〇 ○ ○

11 ○ 就職講座Ⅳ

就職に向けて、自己分析、面接など一連の
流れを理解し活動できるようになり、業界
で活躍するために必要なマインドとスキル
を身につける

２
後

30 2 ○ ○ ○ ○

授業科目等の概要

（衛生専門課程 トータルビューティ科）
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



12 ○
撮影ヘアメイ
ク

作品をスチールや動画で表現することがで
きる

1
後

60 4 ○ ○ ○ ○

13 ○
ICT サ ロ ン
ワーク

ECサイトやネットワークを活用したオンラ
インでの発信能力を身につける

1
後

30 2 ○ ○ ○ ○

14 ○
サロンワーク
Ⅰ

美容部員・ファッションアドバイザー・エ
ステティシャン・ネイリストの立ち居振る
舞いを身につけ、技術力・接客力提案力を
身につける

２
前

60 4 ○ ○ ○ ○

15 ○
サロンワーク
Ⅱ

美容部員・ファッションアドバイザー・エ
ステティシャン・ネイリストの立ち居振る
舞いを身につけ、技術力・接客力提案力を
身につける

２
後

60 4 ○ ○ ○ ○

16 ○
ビューティプ
ログラム(集
中)

自分磨きのプログラムを通して、美容につ
いての知識・技術を深める

1
後

30 2 ○ ○ ○ ○

17 ○
キャリア開発
（集中）

サロンワークで身に付けた技術を一般のお
客様に提供できるようになる

２
前

30 2 ○ ○ ○ ○

18 ○
フォトコンテ
スト

テーマに合わせた作品をコンテスト用の作
品として表現する事ができる

２
前

60 4 ○ ○ ○ ○

19 ○
ベルエポック
コンテスト

ベルコン予選に向け、知識・技術のレベル
アップとプレゼンテーションができるよう
になる

２
前

60 4 ○ ○ ○ ○

20 ○ SNS講習

各種SNSにおいて強い影響力をもつ「インフ
ルエンサー」について学び、マーケティン
グ手法を理解した上で自ら発信する力を身
につける

２
前

30 2 ○ ○ ○ ○

21 ○
ビ ュ ー テ ィ
ショー

ビューティショーを通して、学んだことを
表現し協働する力を身につける

２
後

60 4 ○ ○ ○ ○

22 ○
痩 身 ・ ダ イ
エット講座

身体の内側から美しくなるための知識、技
術を習得する

２
後

30 2 ○ ○ ○ ○

23 ○
バリエーショ
ンメイクアッ
プ

メイクの基礎を理解し、応用力を身につけ
る

1
後

60 4 ○ ○ ○ ○

24 ○
ハイブランド
コスメ

ブランドの世界観や製品特徴を理解し、メ
イクアップを通してブランドの特徴を表現
することができる 

1
後

60 4 ○ ○ ○ ○

25 ○
スキンケア＆
ベースメイク

スキンケアとベースメイクについての応用
的な知識技術を身につける

1
後

60 4 ○ ○ ○ ○

26 ○
接客販売ロー
ルプレイ

デモンストレーションを参考に、相モデル
でロールプレイングを行い販売接客の流れ
を身につける

1
後

30 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○



27 ○
日本化粧品検
定2級

日本化粧品検定試験受験に向け、スキンケ
アや成分についての知識を習得する

1
後
２
後

60 4 ○ ○ ○ ○

28 ○
日本化粧品検
定1級

日本化粧品検定試験受験に向け、スキンケ
アや成分についての知識を習得する

1
後

30 2 ○ ○ ○ ○

29 ○
接客販売タッ
チアップロー
ルプレイ

タッチアップをしながら、販売につなげる
接客力、提案力をロールプレイを通して身
につける

1
後

60 4 ○ ○ ○ ○

30 ○
トレンド配信
メイク

世界のメイクのトレンドを分析し、感覚を
身に付け、美しくバランスよくメイクを施
し、SNSで配信ができるようになる

1
後

60 4 ○ ○ ○ ○

31 ○
オ ー ガ ニ ッ
ク・フレグラ
ンス

国内外のフレグランス商品について特徴を
理解し、オーガニック素材のコスメについ
ても理解する

1
後

30 2 ○ ○ ○ ○

32 ○ サービス接遇
サービス接遇検定3級合格のための知識・技
術を身につける

1
後

30 2 ○ ○ ○ ○

33 ○
トータルコー
ディネート

ファッション、ヘア、メイクのトータルで
コーディネイトを提案し、施術するスキル
を身につける

２
後

60 4 ○ ○ ○ ○

34 ○ 韓国コスメ
韓国コスメについてそれぞれの商品の特徴
を理解し、商品にあった技術を身につける

２
後

30 2 ○ ○ ○ ○

35 ○
ファッション
ビジネス

ファッションビジネスの基礎知識、専門用
語を身につける

1
後

60 4 ○ ○ ○ ○

36 ○
接客販売ロー
ルプレイ

ファッションアドバイザーとして販売の楽
しさを知り、プロとしての立ち振る舞いか
ら応対できる知識と実践力を身につける

1
後

30 2 ○ ○ ○ ○

37 ○
パーソナルカ
ラーモジュー
ル1

色彩技能パーソナルカラー検定に向けて内
容を理解し、適切な解答ができるようにな
る

1
後
２
通

90 6 ○ ○ ○ ○

38 ○
パーソナルカ
ラーモジュー
ル2

色彩技能パーソナルカラー検定に向けて内
容を理解し、適切な解答ができるようにな
る

２
通

60 4 ○ ○ ○ ○

39 ○
スタイリスト
ワークⅠ

スタイリングに関わる考え方、小物の使い
方、色が心身ともに与える影響を考え、ア
イテム知識を深めスタイリングの組み方を
学ぶ

1
後

60 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○

40 ○
スタイリスト
ワークⅡ

小物の使い方、ファッション撮影について
応用できるようになる

２
前

60 4 ○ ○ ○ ○

41 ○
ファッション
販売能力技能
検定3級

ファッション販売能力技能検定に合格する
ための知識を身につける

２
前

30 2 ○ ○ ○ ○



42 ○
ビ ジ ュ ア ル
マーチャンダ
イジング

外部イベント等に対応できるように、スタ
イリングやＶＭＤの知識を身につける

２
後

30 2 ○ ○ ○ ○

43 ○
着 付 け （ 初
伝・中伝）

着物の着付けを学び、初伝、中伝を取得す
る

２
後

## 8 ○ ○ ○ ○

44 ○ 衣装制作
ショーに使用する衣装作りの基本を習得す
る

２
後

30 2 ○ ○ ○ ○

45 ○
ベーシックエ
ステ

エステティックの基本的な知識、技術を身
につける

1
後
２
後

## 8 ○ ○ ○ ○

46 ○ 美肌検定
美肌検定合格のための知識・技術を身につ
ける

1
後
２
後

60 4 ○ ○ ○ ○

47 ○
認 定 フ ェ イ
シャルエステ
ティシャン

認定フェイシャルエステティシャン合格の
ための知識・技術を身につける

1
後
２
前

## 8 ○ ○ ○ ○

48 ○
認定ボディエ
ステティシャ
ン

認定ボディエステティシャン合格のための
知識・技術を身につける

２
通

## 8 ○ ○ ○ ○

49 ○
プ ロ フ ェ ッ
ショナルエス
テⅠ

お客様に満足していただけるフェイシャ
ル・ボディの知識・技術を身につける

２
前

60 4 ○ ○ ○ ○

50 ○
プ ロ フ ェ ッ
ショナルエス
テⅡ

お客様に満足していただけるフェイシャ
ル・ボディの知識・技術を身につける

２
後

60 4 ○ ○ ○ ○

51 ○
エステティッ
ク理論Ⅰ

栄養、皮膚ついての基礎知識を身につける
２
前

30 2 ○ ○ ○ ○

52 ○
エステティッ
ク理論Ⅱ

栄養と体の関係、また皮膚についての基礎
知識を理解し、エステティックの理論を基
本とした接客を提供できるようになる

２
後

30 2 ○ ○ ○

53 ○
ア ロ マ テ ラ
ピー検定

アロマテラピー検定1級に向けた対策授業
２
前

60 4 ○ ○ ○ ○ ○

54 ○
ジェルネイル
初級

ジェルネイルの基本を学び、初級で求めら
れる知識、技術を習得する

１
後
２
前

## 8 ○ ○ ○ ○

55 ○
ジェルネイル
中級

ジェルネイルの応用を学び、中級で求めら
れる知識、技術を習得する

２
通

## 8 ○ ○ ○ ○

56 ○ ネイル2級
ネイルの応用を学び、ネイリスト技能検定
試験2級の合格を目指す

１
後
２
後

## 8 ○ ○ ○ ○



57 ○
ネイルアート
Ⅰ

ネイルアートの基本から応用を学び、ネイ
ルサロンで役立つ知識、技術を習得する

１
後
２
前

## 8 ○ ○ ○ ○

58 ○
ネイルアート
Ⅱ

ネイルアートの基本から応用を学び、ネイ
ルサロンで役立つ知識、技術を習得する

２
通

## 8 ○ ○ ○ ○

59 ○
ネイルサロン
衛生管理士

ネイルサロン衛生管理士合格のための知
識・技術を身につける

２
後

30 2 ○ ○ ○ ○

59合計 科目 3450 単位（単位時間）


	トータルビューティ科）職業実践専門課程別紙様式０~８（R5）
	科目

